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ウミガメの世界――自然観と利用・保護をめぐって
1999 年 1 月 23 日

ウミガメを助けた浦島太郎の民話を知らない人はまずない。ウミガメは日本人とはなじみ深い海の生

き物といってよい。そのウミガメがいまなぜ問題となるのか。

表題にもあるように、現在、ウミガメの利用と保護をめぐり、世界中でいろいろな議論と対立がある。

いっぽうでは、ウミガメの生存が危機的状態にある事は事実だ。海岸環境の劣化による産卵場の減少、

海洋汚染による死亡増加、乱獲などの人為的な要因が指摘されている。だから保護しようといううごき

につながる。ワシントン条約のなかで商取引が規制されているタイマイがその例である。

他方、日本は古くからベッコウを利用してきた。また世界にはウミガメの肉を食用とし、その甲羅をさま

ざまな用途に使う民族や集団がいる。ウミガメが神話や自然観の重要な構成要素となっていることもある。 

こうした状況で、しかもこれまでベッコウの最大の輸入国であった日本にすむわれわれにとり、ウミ

ガメ問題はけっして他人事ではない。そのことを話し合おうというのが研究会の趣旨であった。

発表では、まず亀崎直樹氏（京都大学）がウミガメの生活史と生態についての最新情報を提示した。

日本ウミガメ協議会の会長でもある亀崎氏の研究は、太平洋の東と西にまたがって回遊するアカウミガ

メの生態から、ウミガメの自然史的研究の現状におよび多くの刺激的な情報をえた。

つづいて藤井弘章氏（京都大学）が民俗学の立場から、日本人とウミガメの交渉史についてふれた。

注目すべきことは、ウミガメと日本人との関わりが時代とともに変容をしてきた点である。神としての

ウミガメ、消費の対象としてみても肉、ベッコウ、油脂、薬、占い（亀ト）など、多様な展開があった

ことになる。食べること、禁食の理由づけを中心にした検証が今後の鍵となりそうだ。

最後に私は、ミクロネシアと東南アジアの事例をもとに、ウミガメの利用を生存、商業、宗教的な儀

礼という切り口から検討することにより、人間とウミガメとのかかわりあいをトータルに考える視点を

提示した。

総合討論は松本博之（大阪教育大学）を司会にすすめられた。ウミガメ自体の生態がまだよくわかっ

ていないなかでの減少は研究者層の薄さもあり、今後の大きな課題といえそうだ。捕獲問題では、底曳

き網漁などの混獲による大量 の殺戮が指摘された。開口部付きの網使用の義務付けと普及は緊急を要

する。繁殖の戦略として、卵の買い取りはコストがかかるが着実な方法である。

ローカルな状況、広域回遊するがゆえの所有権のありか、ベッコウの代用品の開発をめぐる是非、密

貿易など、ウミガメ論は多岐にわたる。今後の活発な議論の礎となる有意義な研究会であった。
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